
提

出

者

平

岡

秀

夫

平
成
十
八
年
三
月
七
日
提
出

質
問
第
一
二
八
号

米
軍
再
編
に
係
わ
る
我
が
国
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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米
軍
再
編
に
係
わ
る
我
が
国
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書

近
年
行
わ
れ
て
い
る
米
軍
の
い
わ
ゆ
る
世
界
規
模
に
お
け
る
再
編
に
関
連
し
、
我
が
国
の
と
る
様
々
な
対
応
は
、
我
が
国
の

安
全
保
障
環
境
及
び
基
地
周
辺
自
治
体
と
住
民
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
米
国
と
の
交

渉
経
緯
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
関
連
地
元
自
治
体
へ
の
説
明
も
十
分
で
な
い
現
状
が
見
受
け
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

�

米
軍
再
編
の
位
置
づ
け

（
�
）

米
軍
変
革
に
お
け
る
再
編
の
基
本
的
考
え
方

�

「
在
日
米
軍
」
の
役
割
に
つ
い
て
、
米
国
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
と
政
府
は
考
え
て
い
る
か
。
「
た
ま

た
ま
日
本
に
駐
留
し
て
い
る
だ
け
の
軍
隊
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

�

米
国
は
、
在
日
米
軍
に
と
っ
て
沖
縄
の
基
地
の
重
要
性
及
び
沖
縄
の
基
地
負
担
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

と
政
府
は
考
え
て
い
る
か
。

�

我
が
国
政
府
は
、
自
衛
隊
が
ど
の
よ
う
な
組
織
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
、
米
軍
再
編
の
協
議
に
応
じ
て
き

た
の
か
。

一



�

米
軍
再
編
に
伴
っ
て
、
自
衛
隊
の
役
割
と
任
務
は
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

（
�
）

憲
法
第
九
条
と
の
関
係

�

キ
ャ
ン
プ
座
間
に
陸
軍
第
一
軍
団
司
令
部
が
移
転
し
て
く
る
の
に
併
せ
て
、
陸
上
自
衛
隊
中
央
即
応
集
団
司
令

部
を
設
置
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
の
伏
線
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

�

横
田
基
地
に
第
五
空
軍
司
令
部
が
残
り
、
航
空
自
衛
隊
・
航
空
総
隊
司
令
部
が
横
田
基
地
に
移
設
さ
れ
る
こ
と

が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
の
伏
線
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

（
�
）

日
米
安
保
条
約
と
の
関
係

�

日
本
政
府
は
、
米
陸
軍
第
一
軍
団
司
令
部
の
座
間
移
転
を
何
故
受
け
入
れ
た
の
か
。
極
東
条
項
（
日
米
安
保
条

約
第
六
条
）
に
抵
触
す
る
の
で
は
な
い
か
。

�

日
中
国
交
回
復
後
、
日
中
間
で
は
、
「
中
国
は
一
つ
で
あ
る
」
と
認
識
さ
れ
、
両
国
間
で
は
台
湾
は
中
国
の
一

部
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
台
湾
と
日
米
安
保
条
約
上
の
「
極
東
」
地
域
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
整

理
さ
れ
て
い
る
の
か
。
今
回
の
米
軍
再
編
で
は
、
台
湾
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
の
か
。

二



�

中
国
本
土
と
台
湾
と
の
関
係
は
国
内
問
題
で
あ
る
の
で
、
中
国
本
土
と
台
湾
と
の
問
題
に
米
国
が
武
力
介
入
す

る
場
合
、
米
軍
に
対
し
て
我
が
国
が
基
地
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
日
米
安
保
条
約
に
照
ら
し
て
許
さ
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
。

�

我
が
国
の
安
保
政
策
と
の
関
係
（
第
五
空
軍
司
令
部
の
残
留
）

第
五
空
軍
司
令
部
が
米
国
側
の
「
グ
ア
ム
移
転
」
の
意
向
に
反
し
て
横
田
基
地
に
止
ま
っ
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
事
情
が

あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
事
実
か
。
も
し
事
実
と
す
れ
ば
、
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
反
す
る
の
で
は
な
い

か
。

・

二
〇
〇
四
年
五
月
の
東
京
会
合
の
直
前
、
航
空
幕
僚
幹
部
が
防
衛
部
の
精
鋭
を
ワ
シ
ン
ト
ン
に
送
り
込
み
、
ロ
ー
レ
ン

ス
国
防
副
次
官
補
と
直
談
判
に
及
び
、
航
空
総
隊
司
令
部
（
府
中
市
）
を
横
田
基
地
に
移
設
す
る
案
を
打
診
し
た
。

・

一
九
九
四
年
に
、
当
時
の
マ
イ
ヤ
ー
ズ
在
日
米
軍
司
令
官
と
石
塚
勲
航
空
幕
僚
長
が
航
空
総
隊
司
令
部
の
横
田
基
地
移

転
の
可
能
性
を
調
査
し
た
共
同
研
究
文
書
に
署
名
し
た
。

�

米
軍
再
編
の
費
用
負
担
の
原
則

（
�
）

米
軍
再
編
に
伴
う
費
用
負
担
は
、
ど
の
程
度
見
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。

三



（
�
）

米
軍
再
編
に
伴
う
日
本
と
米
国
の
費
用
負
担
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
か
。

（
�
）

グ
ア
ム
に
お
け
る
訓
練
施
設
の
拡
張
は
、
ど
こ
の
国
の
費
用
負
担
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
日
本
側
が
負

担
す
る
と
い
う
話
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
の
法
的
根
拠
は
何
か
、
ま
た
、
完
成
し
た
施
設
の
所
有
権
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。
修
理
費
、
運
営
負
担
費
は
ど
こ
が
負
担
す
る
の
か
。

�

地
元
負
担
の
軽
減

（
�
）

地
元
負
担
の
評
価
と
軽
減
策

�

米
軍
再
編
の
基
本
方
針
の
一
つ
と
し
て
、
「
地
元
負
担
の
軽
減
」
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
地
元
負
担
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
そ
の
程
度
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
の
か
。

�

地
元
負
担
の
軽
減
策
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

（
�
）

地
域
間
格
差
へ
の
対
応

�

日
米
両
政
府
は
、
「
米
軍
再
編
は
、
全
体
と
し
て
地
元
に
与
え
る
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
」
と
評
価
し
て
い
る

が
、
地
域
別
の
負
担
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

四



�

地
元
負
担
が
増
加
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
地
域
に
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

�

取
り
纏
め
ま
で
の
手
順

（
�
）

地
元
へ
の
事
前
説
明
の
経
緯
と
今
後
の
方
針

�

二
〇
〇
四
年
七
月
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
行
わ
れ
た
審
議
官
級
会
合
で
、
詳
細
な
再
編
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示

さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

�

二
〇
〇
四
年
十
月
一
日
に
都
内
で
行
わ
れ
た
講
演
に
お
い
て
、
小
泉
首
相
は
、
「
政
府
は
、
自
治
体
に
事
前
に

相
談
し
、
自
治
体
が
Ｏ
Ｋ
し
た
場
合
に
は
米
国
と
交
渉
す
る
」
と
表
明
し
た
と
の
報
道
が
あ
る
が
、
事
実
か
。

�

小
泉
首
相
の
表
明
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
年
十
月
末
の
「
中
間
取
り
纏
め
」
直
前
ま
で
、
地
元
説
明
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
の
は
何
故
か
。

�

三
月
中
と
も
言
わ
れ
る
「
最
終
取
り
纏
め
」
に
向
け
て
、
地
元
と
の
協
議
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
つ
も
り

か
。

�

地
元
と
の
協
議
が
整
わ
な
い
場
合
に
は
、
米
軍
再
編
の
「
中
間
取
り
纏
め
」
を
見
直
す
こ
と
に
な
る
の
か
。

（
�
）

住
民
投
票
の
評
価

五



�

岩
国
市
で
は
、
三
月
十
二
日
に
、
厚
木
基
地
か
ら
の
空
母
艦
載
機
移
駐
受
け
入
れ
に
つ
い
て
の
住
民
投
票
を
行

う
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

か
。

�

米
国
の
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
国
防
長
官
は
二
〇
〇
四
年
九
月
二
十
三
日
、
米
議
会
上
院
軍
事
委
員
会
で
「
部
隊

は
、
要
求
さ
れ
、
歓
迎
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
配
置
す
べ
き
で
あ
る
」
と
証
言
し
て
い
る
が
、
岩
国
市

の
住
民
投
票
の
結
果
、
厚
木
基
地
か
ら
の
空
母
艦
載
機
移
駐
受
け
入
れ
に
つ
い
て
反
対
が
多
い
場
合
、
国
と
し
て

は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

�

岩
国
基
地
関
係

（
�
）

岩
国
市
で
は
、
自
衛
隊
機
の
岩
国
飛
行
場
か
ら
厚
木
基
地
へ
の
移
駐
に
つ
い
て
反
対
の
声
が
あ
る
が
、
見
直
し
は

可
能
な
の
か
。

（
�
）

中
間
取
り
纏
め
で
は
、
「
日
本
政
府
は
、
米
海
軍
航
空
兵
力
の
空
母
艦
載
機
離
発
着
訓
練
の
た
め
に
受
け
入
れ
可

能
な
恒
常
的
な
訓
練
施
設
を
提
供
す
る
と
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
再
確
認
す
る
。
」
と
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

見
当
を
つ
け
て
こ
の
よ
う
な
発
表
を
し
た
の
か
。
岩
国
飛
行
場
を
考
え
て
い
る
の
か
。

六



（
�
）

中
間
取
り
纏
め
で
は
、
「
民
間
航
空
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
追
加
的
施
設
、
イ
ン
フ
ラ
及
び
訓
練
区

域
の
整
備
」
を
提
言
し
て
い
る
が
、
整
備
の
た
め
の
費
用
負
担
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
国
が
負
担
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

七


